和歌両神と古今伝受 和歌両神への奉納和歌 by 小高 道子
住
吉
大
社
と
玉
津
島
神
社
は
和
歌
両
神
と
し
て
和
歌
の
世
界
で
尊
崇
さ
れ
た
。
両
社
に
は
古
今
伝
受
に
際
し
て
奉
納
さ
れ
た
和
歌
が
伝
わ
る
。
奉
納
和
歌
は
古
今
伝
受
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
両
社
に
奉
納
さ
れ
た
古
今
伝
受
後
奉
納
和
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
一
古
今
伝
受
と
和
歌
両
神
古
今
伝
受
と
は
｢
師
か
ら
古
今
集
に
つ
い
て
の
講
釈
解
読
を
う
け
つ
ぐ
伝
承
形
式
で
あ
り｣
(
『
図
書
寮
典
籍
解
題
続
文
学
篇』
以
下
『
続
文
学
篇』
と
略
す)
、
中
世
歌
学
に
お
い
て
最
も
尊
崇
さ
れ
た
秘
伝
で
あ
っ
た
。｢
両
神｣
の
名
は
、
東
常
縁
自
筆
と
し
て
伝
わ
る
｢
ヲ
キ
テ
ノ
案｣
(
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵)
に
見
ら
れ
る
(
１)
。
同
書
は
、
常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
古
今
伝
受
の
際
に
、
常
縁
が
宗
祇
に
誓
状
の
文
案
を
示
し
た
も
の
で
、
伊
勢
物
語
伝
受
、
古
今
伝
受
の
両
者
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ヲ
キ
テ
ノ
案
常
縁
自
筆
伊
勢
物
語
伝
受
之
事
非
其
器
者
不
可
漏
脱
事
右
段
若
違
背
之
事
者
、
可
背
両
神
冥
助
者
也
同
前
古
今
伝
受
之
事
、
不
可
有
子
細
之
由
承
候
。
自
今
以
後
不
可
疎
略
儀
候
。
并
伝
受
之
説
々
不
可
聊
爾
候
。
此
旨
私
曲
候
者
両
神
冥
助
ニ
可
背
候
古
今
伝
受
の
実
態
が
推
定
で
き
る
常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
古
今
伝
受
に
お
い
て
、
弟
子
が
師
に
提
出
す
る
誓
紙
に
｢
両
神
冥
助｣
の
語
が
見
ら
れ
る
。
弟
子
と
し
て
伝
受
し
た
秘
説
を
｢
漏
脱｣
し
た
り
｢
聊
爾｣
し
た
り
す
る
と
、｢
両
神
冥
助
ニ
可
背｣
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
今
伝
受
を
受
け
る
門
弟
は
、
伝
受
し
た
秘
説
を
正
し
く
継
承
す
る
こ
と
を
和
歌
の
両
神
に
か
け
て
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
弟
子
が
両
神
に
か
け
て
誓
う
誓
紙
は
、
細
川
幽
斎
が
三
条
西
実
枝
に
提
出
し
た
誓
状
で
も
行
わ
れ
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一
和
歌
両
神
と
古
今
伝
受
和
歌
両
神
へ
の
奉
納
和
歌
小

道
子
た
。
幽
斎
が
提
出
し
た
誓
状
は
、
智
仁
親
王
に
よ
り
書
写
さ
れ
て
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
(
２)
。古
今
集
御
伝
受
之
事
二
条
家
正
嫡
流
為
御
門
弟
請
御
説
之
上
者
、
永
如
親
子
不
可
存
疎
意
候
。
於
義
理
口
伝
故
実
、
他
言
口
外
之
儀
、
曽
以
不
可
在
之
候
。
又
与
他
流
混
乱
、
是
非
之
褒
貶
禁
制
之
段
、
如
道
之
法
度
存
其
旨
候
。(
略)
若
此
条
々
令
違
背
者
、
大
日
本
中
神
、
祖
神
并
天
満
天
神
、
梵
釈
、
四
王
、
殊
和
歌
両
神
之
冥
罰
忽
其
身
上
ニ
可
罷
蒙
者
也
、
仍
誓
状
如
件
元
亀
三
年
十
二
月
六
日
細
川
兵
部
大
輔
藤
孝
三
条
殿
参
人
々
御
中
幽
斎
が
提
出
し
た
誓
状
は
、
宗
祇
が
提
出
し
た
誓
状
よ
り
神
様
の
数
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
前
者
で
は
｢
両
神
冥
助
ニ
可
背
候｣
と
あ
っ
た
の
が
、
後
者
で
は
｢
冥
罰
忽
其
身
上
ニ
可
罷
蒙
者
也｣
と
な
っ
て
い
る
。｢
冥
助｣
が
受
け
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
｢
其
身
上｣
に
｢
忽｣
｢
冥
罰｣
を
｢
罷
蒙｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
和
歌
両
神
で
あ
っ
た
。
和
歌
両
神
に
つ
い
て
、
幽
斎
が
九
条
稙
通
に
提
出
し
た
源
氏
伝
受
の
誓
状
で
は
｢
住
吉
玉
津
島
両
神｣
と
和
歌
両
神
が
住
吉
大
社
と
玉
津
島
神
社
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
古
今
伝
受
同
様
、
源
氏
物
語
伝
受
も
秘
説
を
他
に
漏
ら
さ
な
い
こ
と
を
和
歌
両
神
に
誓
う
こ
と
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
源
氏
物
語
一
部
之
義
、
称
名
院
殿
講
談
之
御
抄
出
并
三
光
院
殿
口
决
等
奉
授
禅
定
殿
下
御
説
、
謾
不
可
令
漏
脱
、
若
於
背
此
旨
者
可
罷
蒙
住
吉
玉
津
島
両
神
、
石
山
薩
捶
之
冥
罰
者
也
、
仍
起
請
文
如
件
天
正
十
六
年
閏
五
月
七
日
法
印
玄
旨
唐
橋
殿
二
後
水
尾
院
宮
廷
歌
壇
古
今
伝
受
は
中
世
歌
壇
に
お
け
る
最
奥
の
秘
伝
で
あ
り
、
門
弟
を
選
ん
で
器
の
水
を
器
に
移
す
ご
と
く
伝
え
ら
れ
た
。
秘
説
の
中
に
は
一
子
相
伝
と
し
て
門
弟
随
一
の
弟
子
に
伝
え
ら
れ
る
秘
説
も
あ
り
、
常
縁
は
竹
影
斎
以
下
の
以
外
の
門
弟
に
は
た
か
だ
か
七
割
し
か
相
伝
し
な
か
っ
た
と
い
う
(
３)
。
と
こ
ろ
が
幽
斎
・
智
仁
親
王
を
経
て
古
今
伝
受
が
後
水
尾
天
皇
に
伝
わ
る
と
、
秘
伝
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
ま
で
一
度
に
一
人
ず
つ
伝
え
ら
れ
、
一
番
弟
子
を
選
ん
で
全
て
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
秘
伝
は
、
御
所
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
継
承
者
が
系
図
に
よ
り
決
ま
る
こ
と
に
な
り
、
門
弟
の
力
量
を
比
べ
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
複
数
の
歌
人
が
同
時
に
伝
受
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
後
水
尾
天
皇
を
中
心
と
し
て
古
今
伝
受
継
承
者
、
準
古
今
伝
受
継
承
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
宮
廷
歌
壇
が
成
立
し
た
。
後
水
尾
院
宮
廷
歌
壇
に
つ
い
て
は
、
柳
瀬
万
里
氏
が
『
新
明
題
和
歌
集』
と
『
新
題
林
和
歌
集』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
の
数
を
歌
人
別
に
集
計
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
首
以
上
を
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
人
一
九
人
、
同
一
〇
〇
首
以
上
一
九
人
の
名
前
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
(
４)
。
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二
近
世
前
期
に
堂
上
歌
壇
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
左
に
記
す
よ
う
な
形
態
が
推
定
で
き
る
。

後
水
尾
院
(
中
心)

後
水
尾
院
の
側
近
古
今
伝
受
授
グ
ル
ー
プ
(
略)

準
古
今
伝
授
グ
ル
ー
プ
(
略)


の
外
縁
部
に
位
置
す
る
歌
人
た
ち
阿
野
実
顕
、
三
条
西
実
教
、
柳
原
資
行
、
園
基
福
、
下
冷
泉
為
景
た
ち
右
の
形
態
を
鳥
瞰
図
で
描
く
な
ら
ば
、
円
錐
形
の
山
の
頂
上
に

が
あ
り
、

の
周
辺
に

が
あ
り
、

の
周
辺
に

が
あ
り
、

の
周
辺
、
裾
野
の
あ
た
り
に

が
あ
る
、
と
い
う
形
態
と
し
て
描
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
三
条
西
家
グ
ル
ー
プ
と
上
冷
泉
グ
ル
ー
プ
と
は
後
水
尾
院
の
側
近
歌
人
と
は
い
い
が
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
、
三
条
西
家
は
実
隆
以
来
、
和
歌
の
家
で
あ
る
か
ら
、
後
水
尾
院
の
側
近
の
歌
人
た
ち
と
は
相
違
し
て
、
や
や
異
質
の
存
在
と
し
て
後
水
尾
院
宮
廷
の
歌
壇
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。(
略)
上
冷
泉
家
グ
ル
ー
プ
は
、
定
家
以
来
の
名
家
と
し
て
歌
人
た
ち
に
一
目
置
か
れ
た
で
あ
ろ
う
も
の
の
、
後
水
尾
院
の
宮
廷
歌
壇
に
お
い
て
は
、
重
要
な
存
在
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
に
よ
り
、
中
世
歌
壇
に
お
い
て
は
和
歌
の
家
で
あ
っ
た
三
条
西
家
の
歌
人
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
後
水
尾
院
宮
廷
歌
壇
の
あ
り
方
を
鳥
瞰
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
の
時
代
に
編
集
さ
れ
た
類
題
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
人
を
集
計
し
た
た
め
、
重
要
な
歌
人
を
抜
き
出
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
時
代
に
よ
る
変
遷
を
浮
び
上
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
三
和
歌
両
神
へ
の
古
今
伝
受
後
奉
納
和
歌
古
今
伝
受
が
御
所
に
入
る
と
そ
れ
ま
で
古
今
伝
受
の
前
提
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
師
弟
間
に
お
け
る
和
歌
指
導
が
、
歌
壇
を
構
成
す
る
歌
人
に
対
す
る
後
水
尾
院
に
よ
る
和
歌
指
導
に
な
る
。
そ
し
て
、
直
接
古
今
伝
受
を
受
け
た
歌
人
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
周
辺
の
歌
人
ま
で
、
古
今
伝
受
を
受
け
た
歌
人
と
共
に
奉
納
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
古
今
伝
受
終
了
後
に
行
わ
れ
た
奉
納
和
歌
を
奉
納
し
た
歌
人
を
検
討
す
る
事
に
よ
り
、
後
水
尾
天
皇
宮
廷
歌
壇
の
あ
り
方
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
御
所
伝
受
に
お
い
て
、
古
今
伝
受
終
了
後
に
歌
神
と
さ
れ
る
住
吉
大
社
・
玉
津
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
和
歌
が
両
社
に
伝
わ
る
。
両
社
へ
の
奉
納
和
歌
に
つ
い
て
は
鶴
崎
裕
雄
氏
・
神
道
宗
紀
氏
を
中
心
に
し
た
先
学
に
よ
り
、
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
５)
。
そ
の
う
ち
古
今
伝
受
後
奉
納
和
歌
は
、
寛
文
四
年
六
月
朔
日
以
下
の
七
回
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
年
月
日
と
古
今
伝
受
の
相
伝
者
と
伝
受
者
、
短
冊
が
伝
わ
る
皇
族
を
掲
げ
て
お
く
。
Ａ
寛
文
四
年
六
月
朔
日
御
法
楽
(
後
水
尾
法
皇
↓
後
西
上
皇
他
後
西
上
皇
・
八
条
宮
穏
仁
親
王
・
照
高
院
道
晃
法
親
王)
Ｂ
天
和
三
年
六
月
一
日
御
法
楽
(
後
西
上
皇
↓
霊
元
天
皇
後
西
上
皇
・
霊
元
天
皇
・
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王)
Ｃ
延
享
元
年
六
月
一
日
御
法
楽
(
烏
丸
光
栄
↓
桜
町
天
皇
・
有
栖
川
宮
職
― 130 ―
三
仁
親
王
桜
町
天
皇
閑
院
宮
直
仁
親
王
・
伏
見
貞
建
親
王
・
京
極
宮
家
仁
親
王)
Ｄ
宝
暦
十
年
三
月
廿
四
日
御
法
楽
(
有
栖
川
職
仁
親
王
↓
桃
園
天
皇
有
栖
川
職
仁
親
王
・
桃
園
天
皇
・
京
極
宮
家
仁
親
王
・
閑
院
宮
典
仁
親
王)
Ｅ
明
和
四
年
三
月
十
四
日
御
法
楽
(
有
栖
川
職
仁
親
王
↓
後
桜
町
天
皇
後
桜
町
天
皇
・
有
栖
川
職
仁
親
王
・
有
栖
川
織
仁
親
王
・
京
極
宮
家
仁
親
王)
Ｆ
寛
政
九
年
十
一
月
廿
六
日
御
法
楽
(
後
桜
町
天
皇
↓
光
格
天
皇
後
桜
町
天
皇
・
光
格
天
皇
・
有
栖
川
織
仁
親
王
・
閑
院
宮
美
仁
親
王)
Ｇ
天
保
十
三
年
十
二
月
十
三
日
御
法
楽
(
光
格
上
皇
↓
仁
孝
天
皇
仁
孝
天
皇)
こ
れ
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
御
所
伝
受
の
中
心
に
な
る
皇
族
の
古
今
伝
受
に
お
け
る
奉
納
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
天
保
十
三
年
十
二
月
十
三
日
御
法
楽
は
、
光
格
上
皇
が
崩
御
さ
れ
た
後
、
喪
が
明
け
て
か
ら
の
奉
納
で
あ
る
た
め
に
、
光
格
上
皇
の
短
冊
が
伝
わ
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
住
吉
大
社
・
玉
津
島
神
社
そ
れ
ぞ
れ
に
五
十
首
ず
つ
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
古
今
伝
受
の
授
受
に
関
ら
な
い
歌
人
も
奉
納
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
奉
納
和
歌
の
作
者
を
一
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
水
尾
院
・
霊
元
院
宮
廷
歌
壇
の
あ
り
方
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
師
か
ら
弟
子
へ
と
優
秀
な
門
弟
を
選
ん
で
相
伝
さ
れ
て
い
た
古
今
伝
受
は
、
御
所
に
入
る
と
、
系
図
に
よ
っ
て
継
承
者
が
定
ま
る
。
そ
し
て
天
皇
(
あ
る
い
は
上
皇)
を
中
心
と
し
た
宮
廷
歌
壇
が
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
今
伝
受
を
受
け
た
歌
人
の
み
な
ら
ず
、
歌
壇
の
歌
人
達
に
よ
る
公
式
行
事
と
し
て
奉
納
和
歌
が
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
和
歌
両
神
へ
の
そ
れ
以
外
の
奉
納
和
歌
『
住
吉
大
社
奉
納
和
歌
集』
に
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
水
尾
天
皇
に
古
今
伝
受
を
相
伝
し
た
智
仁
親
王
は
、｢
住
吉
の
社
に
歌
道
之
事
願
、
成
就
の
後
に｣
参
詣
し
て
和
歌
を
詠
ん
だ
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
智
仁
親
王
が
詠
ん
だ
和
歌
が
伝
わ
る
。
智
仁
親
王
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
、
御
所
伝
受
は
少
な
く
と
も
仁
孝
天
皇
ま
で
は
継
承
さ
れ
た
。
『
智
仁
親
王
和
歌』
(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵)
寛
永
四
(
一
六
二
七)
年
三
月
二
十
七
日
智
仁
住
吉
の
社
に
歌
道
之
事
願
。
成
就
の
後
に
ま
う
で
侍
り
て
あ
ふ
ぐ
哉
わ
が
身
に
お
は
ぬ
敷
島
の
道
ま
も
り
ま
す
神
の
た
す
け
を
和
歌
両
神
へ
の
奉
納
和
歌
は
、
古
今
伝
受
後
奉
納
和
歌
の
他
に
、
年
次
不
明
で
あ
る
が
後
桜
町
天
皇
が
奉
納
さ
れ
た
五
十
首
和
歌
が
両
社
に
伝
わ
る
。
ま
た
霊
元
院
の
も
と
で
行
わ
れ
た
『
仙
洞
御
所
月
次
奉
納
和
歌』
が
元
禄
三
年
六
月
八
日
か
ら
同
六
年
五
月
二
十
四
日
ま
で
は
玉
津
島
神
社
、
同
六
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
九
年
五
月
十
二
日
ま
で
は
住
吉
大
社
に
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
奉
納
和
歌
和
歌
と
前
項
の
古
今
伝
受
後
奉
納
和
歌
と
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
と
、
和
歌
両
神
に
奉
納
さ
れ
た
和
歌
は
、
宮
廷
歌
壇
に
お
け
る
公
式
行
事
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
古
今
伝
受
が
御
所
に
入
り
御
所
を
中
心
に
し
て
古
今
伝
受
の
継
承
と
和
歌
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
和
歌
両
神
へ
の
奉
納
和
歌
は
宮
廷
歌
壇
に
お
け
る
重
要
事
と
し
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
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四
う
。
和
歌
両
神
に
年
月
日
を
明
示
し
て
奉
納
さ
れ
た
古
今
伝
受
後
奉
納
和
歌
は
、
宮
廷
歌
壇
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
特
別
な
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
奉
納
和
歌
と
宮
廷
歌
壇
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
を
加
え
た
い
。
注
(
１)
引
用
は
『
中
世
歌
書
集』
に
よ
る
。
(
２)
以
下
、
引
用
は
『
続
文
学
篇』
に
よ
る
。
但
し
、
字
体
は
原
稿
の
字
体
に
改
め
た
。
(
３)
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
｢
東
常
縁
の
古
今
伝
授｣
(『
和
歌
文
学
研
究』
昭
56)
で
検
討
を
加
え
た
。
(
４)
｢
後
水
尾
院
宮
廷
の
歌
人｣
(『
国
語
国
文』
昭

・
８)
(
５)
鶴
崎
裕
雄
・
佐
貫
新
造
・
神
道
宗
紀
(
編)
『
紀
州
玉
津
島
神
社
奉
納
和
歌
集』
(
平
４
・
和
泉
書
院)
・
鶴
崎
裕
雄
・
神
道
宗
紀
『
住
吉
大
社
奉
納
和
歌
集』
(
平

・
東
方
出
版)
・
神
道
宗
紀
『
和
歌
三
神
奉
納
和
歌
の
研
究』
(
平

・
和
泉
書
院)
。
な
お
本
稿
は
こ
の
三
書
に
負
う
所
が
大
き
い
。
付
記
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
日
に
住
吉
大
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢
歌
神
と
古
今
伝
受｣
に
お
け
る
報
告
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
古
今
伝
受
お
よ
び
歌
道
に
賜
り
ま
し
た
和
歌
両
神
の
御
加
護
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
際
し
ま
し
て
御
指
導
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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五
